
The Museum of Arts & Crafts ITAMI

2015.
10.03 土--
10.25 日

2015年
10.03［

土
］– 10.25［

日
］ 月

曜
休

館（
祝

日
の

場
合

翌
日

）・入
場

無
料

  10:00 – 18:00（
入

館
は

17:30ま
で

）

designs
oyou_soonpil choi

韓国 ジュエリー展 「Look aside」
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宝塚線

今回、日本の伊丹市立工芸センターにて開催される「韓
国ジュエリー展」は、現在韓国で装身具の制作と並行して
金属造形作家として活躍している、約20人の作家による
展覧会です。
日本の展覧会が終わると韓国（ソウル）のyido.galleryに
巡回する予定です。
韓国には古くからの金属文化があり、このような文化
的、歴史的背景の中で始まった韓国の金銀細工の装飾
文化は、現在も多くの注目を集めています。今回の展覧
会に参加する作家は、大学や大学院で金属工芸の基礎
的な技術と技法を習得し、卒業後、豊かな個性を備えた
深みのある優れた作品を制作する作家として位置づけ
られています。



現代社会の多様な環境と条件の中で、作家も各々異
なる出発背景を持ち、個の表現世界を生きてきたこと
でしょう。金属工芸という共通の領域からスタートし、
現在は装身具の一般的な素材と思われていた貴金属
から抜け出し、コンピューターを利用して制作した装身
具をはじめ、様々な素材の実験的挑戦が感じられる作
品まで、参加作家の個性あふれる作品が展示される予
定です。
参加作家は、韓国内では作品制作や展示をする機会が
多々ありましたが、今回の日本での展覧会を通して作
家自らの視野を広げ、今までは前後のみを見て走って
きたとしたら、少しの間立ち止まって‘周りを見て’考える
貴重な機会になればと思います。
金属工芸作家は一日中、作業台の上にある材料と戦う
ことが日課であり人生でもあります。私は作家の内面
世界を表現することに於いて、如何に多くの材料に触
れ、如何に材料を適切に扱うかによって作品の完成度
と深さが決まると思います。今回の展覧会に参加した
作家達は、一見似ている仕事のようにも見えますが、
独自の作品世界を持って最善をつくす作家なので、
作られた作品を通して何が語られているか注目したい
です。
今回の展覧会は伊丹市立工芸センター館長の積極的
な関心と、大阪芸術大学の熊野先生のお陰で、開催
に至りましたこと、感謝申し上げます。参加する作家達
は、企画当初から展覧会が行われる場所が日本である
ことを念頭に置き、制作に励んだことでしょう。これまで
信念をもって熱心にまっすぐに歩んできた道から、少し
の間立ち止まって日本の地で‘周りを見て’リセットし、新
たな造形世界を広げられる機会になればと願います。                              
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